
 

 

国立研究開発法人建築研究所契約監視委員会（第１４回）の審議概要 

 

１．開催日及び場所 

  

令和５年５月３０日 建築研究所 特別会議室 

 

２．出席委員 

松 井 委員長 日本大学 名誉教授 

小場瀬 委員  筑波大学 名誉教授 

吉 田 委員   弁護士 

佐 藤 委員   国立研究開発法人建築研究所 監事 

長 沢 委員   国立研究開発法人建築研究所 監事 

 

３．概要 

（１）令和４年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

 

    令和４年６月に建築研究所が策定・公表した「令和４年度調達等合理化計

画」の達成に向けた取組みの自己評価については妥当であると了承された。 

 

（２）令和４年度に行った契約案件の事後点検について 

 

  ①新たな随意契約 

    地震ザブトンのレンタル等業務について、商標権を有していることは随

意契約の理由ではないとの指摘があった。 

 

②２５０万円を越える一者応札・応募案件 

    審議の結果、特に問題はないものと了承された。 

 

（３）その他委員からの主な意見 

 

  １）令和４年度調達等合理化計画の自己評価の点検について 

  ・令和３年度から一者応札率が徐々に上昇しており、原因分析や取組効果の

検証をしっかりと行い、一者応札をこれ以上増やさないように努力すべき

である。 

  ・第３四半期以降に発注した分が一者応札増加の原因と承知しており、一層

の早期発注について努力すべきである。 

  ・「わかりやすいマニュアル」について、これを読む方が理解しやすいよう

に工夫することが大切である。 

 

  ２）令和４年度に行った契約案件の事後点検について 

  ・一者応札・応募の改善のため、早め早めの契約締結をするよう各所に促し

時期の問題での一者応札応募解消を図るべきである。 

  ・一者応札・応募の改善のため、案件の内容よっては規定よりも長く公告期

間を設定するよう検討すべきである。 


